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大田原市社協で防災講座 
９月６日のオルとちメンバーはいろいろなイベントが重なり、かなり分散して

それぞれの活動を行いました。 

 私たちは３人で大田原市社会福祉協議会で開催された防災講座に参加して

きました。今回の内容はＤＩＧと防災クイズなどです。約２５名の参加者に発

災を想定してシュミレーションを行いました。 

 それぞれの地区の特性を考慮して地元ならではの発想がたくさん出ました。 

  ちょっとだけ被災地での経験が多いだけのメンバーが、現地で感じたこと経験したことがお役立てできる

プログラムに努めます。これからも防災の啓発にがんばります。(モミー) 

美里学園 in焼そば出店 2009 
９月６日は毎年恒例の美里学園祭の日です。参加メンバーは、赤

木、天知、菊池、塚本、「チームつかもと」の若者５人そして徳

山の１０名の参加です。今回で第１２回目の美里学園祭、なんと

「とちぎＶネット」は第１回から参加していて今回で１２回目の

焼きそば店の出店です。当然準備なんてパーフェクトのはず、し

かし現地で準備をしていると焼きそばの調理に使う「ヘラ」がどこにもありません。道具箱に入っていると思

い込んで中を確認していなかったのが原因のようです。現地調達するしかないので徳山、赤木でホームセンタ

ーに購入しに行くことになりました。そのホームセンターに行く途中、いーやな予感のする電話がかかって来

ました内容は「紅しょうがを持ってくるのを忘れた。」・・・。ここまでは今までの想定内の失敗なのでつい

でに購入して難なくクリアしました。こんな感じで販売 お客さんはいつもの年より少ない。学園祭も始まり

焼きそばを調理して、パックに詰め込む段階で想定外のことが起こりました。「パックの大きさが違う。」準

備した焼きそばを詰めるパックがいつものパックより小さかったのです。このパックで予定価格で販売すると

ボッタクリ業者となってしまうので予定価格より 50 円下げて販売することで解決しました。いつもの年より

50円安い販売価格の焼きそばは順調に売れまくり午後1時に

は完売ペースです。しかし、神はここでも試練を与えてくれた

のです。「割り箸が無くなった、パックが無くなった。」とい

う試練を、あまりの試練の大きさに解決をあきらめパックの在

庨分で販売を終了しました。救いは売り上げ目標金額を達成し

たことでした。 

美里学園そのものの様子はといいますとあまりの試練の連続

に報告する材料がありません、ごめんなさい。来年は完璧な

美里学園祭焼きそば出店の報告ができることを約束したいと

思います。(徳) 

美里学園祭フィナーレの様子  

よく見ると矢島美容室の人がいるような気がする 

09 年 鹿沼での講座の様子 



川口訪問活動報告 

 ９月５日（土）、６日（日）と女性２名で川口町を訪問しました。稲穂は色づき、黄金色の田んぼは美しか

ったです。まずはそば打ちのお手伝いということで、川口町の「杜のかたらい」へと向かいました。川口町と

友好都市の東京都狛江市との交流事業参加者のうち、そば打ちを希望した方々がやってくるのです。和南津の

みなさん、いつものようにそば粉と小麦粉、ふのりを用意して、５名ほどの参加者を迎えました。挨拶とそば

の郷の説明をした後、「ちょうど、みなさんに１対１で講師に入れます」の言葉が…。私は入っていませんよ

ね？まだ３回ぐらいしかそばを打ったことないのですが…。すいませんが、あまりお手伝いになりませんでし

た。エアコンの影響か少し固めのそばになってしまいましたが、和南津と狛江市のみなさん、話もはずんで良

い交流ができたようです。夕方６時から、古民家で懇親会が始まりました。狛江市と川口町の参加者が隣にな

るように座って、乾杯。煮物や揚げ物、サラダ、おにぎりなどが並びました。和南津そばの郷のみなさんは、

打ったそばを茹でて、私はテーブルへのそば運びを担当しました。一段落したら交流会のテーブルに混ざりま

したが、ほぼ女性のテーブルだったので「このナスの漬物がすごく美味しい」「このワラビを明日、道の駅で

買いたい」と料理に関する話題が多かったです。 終わった後は片づけを手伝

って、今晩泊めていただくナカヤチさんの家へ向かいました。里帰りの気持ち

でくつろいで、お母さんが用意して下さった枝豆や豆腐をつまみながら、ビー

ルで乾杯しました。焼酎も入って、話題は次々と出てきます。これからの和南

津そばの郷についても「もっと美味しいそばを打てるようになりたい」「これ

からの方向性は？」などの深い話が出てきました。 

 ６日は、まず朝ごはんをご馳走になりましたが、ご飯が美味しかったです。そしてコミュニティビジネス講

座に参加するため、木沢ハウスへ向かいました。 ９時から始まり、まずは平澤さんが棚田オーナー制の説明

を行いました。今までの経緯や財政面について、集落の人とオーナーの交流がまだ弱いことなど、細かく解説

されていました。今後は冬場にもやれるスノーモービル体験などを検討されているそうです。その後、オーナ

ー側としてオールとちぎと宇田川さんの意見を求められ、「オーナーの農作業への関わり方がちょうどよい」

「こちら側もお手伝いしていく」などが出ました。私たちはオーナー制が始まる前から木沢ハウスに関わりが

あったので、棚田が始まってからのオーナーさん達より思い入れが強いかな、と感じました。 

 その後、１時間ほど棚田の視察へ向かいました。川口町から来ている女

性３人・男性１人のオーナーさんが、ちょうど田んぼの手入れをしていま

した。若い女性もいましたが、しっかり農作業のできる服装でたのもしか

ったです。また、９４歳になるという地元の男性、カメラと三脚をかかえ

て写真撮影に訪れたらしい男性にもお会いしました。 

 戻ってきたら、今度は平澤さんと参加者の一問一答です。みなさん、真

剣な表情で、採算や、行政との関わりなどについて質問されていました。

それからオーナー側は何をやりたいかとの質問があり、炭焼き・野菜の加工（保存食など）・みそ作り・雪か

き・わら細工、集落のお年寄りを講師に迎えて教えてもらいたい、などの意見が出ました。１１時半に、少し

早いお昼となり、平澤さんの娘さんの料理が並びました。焼き茄子の肉そぼろ詰や、サラダ、煮物など、とて

も美味しかったです。ご馳走様でした。食後にお茶を飲みながら、みなさん「そういえばスノーモービルの料

金を検討する」はずだったことを思い出し、話しあっていました。食後は講座参加者の方々は小国の研修場所

へと戻られ、私たちは後片付けを手伝って、木沢ハウスを後にしました。 

●おまけ●行きの車中で「枯れている木が多いねえ」と話が出るぐらい、山の斜面にところどころに赤茶けた木が

ありました。津南町の民宿のおじさんが言うには、ナラの木につく虫のせいで、ナラの木がダメになっているそう

です。栗やドングリのなる木も被害にあっているそうで、それらを餌にする動物も影響を受けそうです。(永) 

「とちぎ Vネット災害救援ボランティア基金」へご寄付を 

郵便振替 00360-4-38111 名義：とちぎボランティアネットワーク ※通信欄に「災害」と明記してください。 


